
志木市デマンド交通連絡調整会議 

平成２６年度第１回会議 次第 

 

                                  平成２７年２月５日（木） 

                                  午前１０時から 

                                  場所：３０１・３０２会議室 

 

１ 開  会 

 

２  主催者あいさつ 

 

３ 委嘱状交付 

 

４ 出席者紹介 

 

５ 議  事 

（１）会長、副会長の選出について 

 

（２）志木市デマンド交通実証実験の概要について 

    資料№３：志木市デマンド交通実証実験（案）の概要 

 

（３）その他 

 

５ 閉  会 

 



資 料 №  １ 
 

志木市デマンド交通連絡調整会議 名簿 

設置要綱第３条 所 属 職 名・氏 名 備考 

１号 市長又はその指名する者 志木市 市民生活部長・抜井 俊 会長 

２号 埼玉県知事の指名する者 埼玉県 交通政策課主査・宮﨑 信二  

３号 一般乗合旅客自動車運送事業者 

国際興業株式会社 運輸事業部次長・髙島 俊和  

東武バスウエスト株式会社 業務課 課長補佐・植松 紀雄  

４号 一般乗用旅客自動車運送事業者 

三和富士交通株式会社埼玉営業所 副所長・小林 克美 副会長 

有限会社志木合同タクシー 副社長・須田 超一  

株式会社昭和交通 総務課長・小山 浩  

５号 
国土交通省関東運輸局埼玉運輸

支局長又はその指名する者 
国土交通省関東運輸局埼玉運輸支局 主席運輸企画専門官・木部 康久  

 



資 料 №  ２ 

 

志木市デマンド交通連絡調整会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 志木市におけるデマンド交通について、地域の実情に即した公

共交通の実現に必要となる事項を調整するため、志木市デマンド交通

連絡調整会議（以下「連絡会議」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 連絡会議は、次に掲げる事項について協議する。 

(1) 地域の実情に即した適切なデマンド交通の態様及び運賃、料金等

に関すること。 

(2) 連絡会議の運営方法その他連絡会議が必要と認めること。 

（組織） 

第３条 連絡会議は、次に掲げる者をもって組織する。 

(1) 市長又はその指名する者 

(2) 埼玉県知事の指名する者 

(3) 一般乗合旅客自動車運送事業者 

(4) 一般乗用旅客自動車運送事業者 

(5) 国土交通省関東運輸局埼玉運輸支局長又はその指名する者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員は、前任者の残任期間とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、後任委員が任命されずに委員の任期が

満了したときは、当該委員は、後任委員が任命されるまで引き続きそ

の職務を行うものとする。 

（会長及び副会長） 

第５条 連絡会議に、会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長は、第３条第１号に掲げる委員をもって充て、副会長は、会長

が指名する。 

３ 会長は、会務を総理し、連絡会議を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、副会長がその



職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 連絡会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、

その議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、

意見を聴くことができる。 

３ 連絡会議は、原則として公開とする。 

（会議の記録等） 

第７条 生活安全課長は、会議の経過及び結果を記録し、保管しておか

なければならない。 

２ 生活安全課長は、前項の規定により記録した書面を、別に定めると

ころにより公表するものとする。 

（協議結果の取扱い） 

第８条 連絡会議において調整した事項について、関係者はその結果を

尊重し、当該事項の誠実な実施に努めるものとする。 

（庶務） 

第９条 連絡会議の庶務は、生活安全課において処理する。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、連絡会議の運営に関し必要な

事項は、会長が定める。 

   附 則 

 この告示は、平成２７年２月１日から施行する。 



資 料 №  ３ 
 

 志木市デマンド交通実証実験（案）の概要 

 登録から請求支払いまでの流れ 

 

•登録対象者は志木市に住民登録がある方で65歳以上の方、障がい者等の方、
要介護等認定者、妊婦の方、未就学児。 

•利用登録申請書を提出する。 

•登録事務は市で実施し、登録証を発行郵送する。 

•登録者のリストを随時事業者に提供する。 

利用者登録 

•利用者は、事業者に利用予約をする。その際、デマンド交通利用と告げ、登
録番号と氏名、人数、利用区間等を告げる。 

•運行形態は「自宅⇔共通乗降場⇔共通乗降場」とする。 

•予約は利用日の1週間前～直前までとするが、予約は必須。 

•登録者が有期の場合もあるので、オペレータは登録内容を確認する。 

利用予約 

•利用時、運転手は登録番号、氏名の確認をする。 

•利用者は登録証を運転手に提示する。 

•利用者はアンケートを記入（強制ではなく任意で） 

•目的地に到着した場合、利用者から300円を徴収する。 

•運転手は何処から何処まで運送したのか、料金、人数について記録する。 

実際の利用 

•事業者は各運転手の運行日誌の内容を実績報告書に転記する。 

•実績報告書の記載内容については、登録№、乗車地、降車地。降車時刻、乗
車人数、迎車加算の有無、メーター料金、収入額、請求額とする。 

•請求額は、メーター料金から自己負担額の300円（収入額）の差引額とする。 

•月末締めで、翌月の第2週目までに補助金交付申請に合わせて実績報告書を
提出する。（回収したアンケートも併せて提出） 

•補助金交付申請（事業者→市）補助金交付決定通知（市→事業者）請求（事
業者→市）交付（市→事業者）の流れとなる。 

請求事務 

•事業所から提出実績報告書を基に作成されたExcelデータを分析ツールに取
り込む。 

•利用者登録情報も分析ツールに取り込む。 

•利用者アンケートもデータ化し、項目ごとに分類する。 

•分析内容については要検討だが、PDCAサイクルに乗せるために必要な内容を
網羅する。 

事業分析 

 項  目 実施内容 備  考 

概 
 

 

要 

運営主体 志木市  

運行形態 ドア・トゥ・ドアで非乗合方式 自宅⇔共通乗降場⇔共通乗降場 

共通乗降場 公共施設、医療施設、商業施設を予定 事務局で場所を決める 

車両 交通事業者保有車両型及び台数 セダン型 

運行エリア 志木市内 区域外は志木駅南口 

運行曜日 月～土曜 （日、祝年末年始運休）  

運行時間帯 8:30～17:00 17 時は最終乗車時間 

運賃の形態及び水準 1 台 300 円 均一料金 

登録対象者 

志木市に住民登録がある方で 

65 歳以上の方・障がい者等の方 

要介護等認定者 

妊婦の方 

未就学児（要 16歳以上との同乗） 

・障がい者は難病患者を含んでいて、

福祉タクシー券との併用不可 

・妊婦の有効期限は出産日＋1か月 

・未就学児は小学校に入学する年の

3月 31 日まで 

同乗者（未登録者） 未登録者の同乗可 介助が必要な場合、同乗可とする 

登録証の発行 あり（市で実施） 発行まで 5日間程度を要する 

予約期限 1 週間前～直前 駅待ちタクシーの利用は不可 

ｵﾍﾟﾚｰﾀの雇用・形態 交通事業者のオペレータで対応  

運行事業者 市内で営業している交通事業者  

実証実験期間 平成 27 年度中 H27.7.1～H28.3.31 を想定 

契約方式 運賃差額補助 
利用区間の運賃から、300 円を差し引

いた額を補助する 

その他 アンケートの実施 運転手が利用者に記入を依頼 




